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2広報なすからすやま ２０22.2

成 人 式
〜250人が新たな門出迎える〜

　　月10日の「成人の日」を前に、　 日掌、南那須公民1 9
館で「令和　年市成人式」が開かれました。4
　今月号では、式の様子のほか、新たな門出を迎えた新
成人へのインタビューなどを紹介します。
　また、昨年末に行われた令和　年成人式代替事業「成3
人者の集い」の様子もお伝えします！
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旧
友
と
の
再
会
に

笑
み
が
こ
ぼ
れ
る

　

今
年
の
市
内
の
新
成
人
は
、
平
成　
13

年
4
月
2
日
生
ま
れ
〜
平
成　

年
4
月

14

1
日
生
ま
れ
の
2
5
0
人
。
こ
の
う

ち
、
7
割
を
超
え
る
1
8
7
人
が
色
と

り
ど
り
の
振
袖
や
ス
ー
ツ
、
紋
付
き
袴

に
身
を
包
み
、
成
人
式
に
出
席
し
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
成
人

式
。
2
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
年

は
、
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
南
那
須

①晴れ着に身を包み受付をする新成人　②実行委員が式典の司会を務める　③新
成人代表あいさつ　④実行委員会でアルバムから写真を選ぶ　⑤意見を出し合う
実行委員　⑥式典に参加する新成人　⑦スライドショーを楽しむ様子
※写真撮影時のみマスクを外しています。

地
区
と
烏
山
地
区
で
午
前
と
午
後
に
時

間
帯
を
分
け
て
開
催
し
た
ほ
か
、
式
典

の
内
容
を
縮
小
す
る
な
ど
の
対
策
が
と

ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
川
俣
純
子
市
長
が
「
成

人
と
し
て
自
身
の
言
動
に
責
任
を
持

ち
、
社
会
的
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
一
方
で
、
様
々
な
権
利
を
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
ん
な
こ

と
に
も
積
極
的
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
、

皆
様
の
可
能
性
を
更
に
広
げ
ら
れ
る
は

ず
で
す
。
こ
れ
ま
で
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
そ
し
て
新
し
い
時
代
を
担
う
一
員

と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の

未
来
を
切
り
開
い
て
く
だ
さ
い
」
と
式

辞
を
述
べ
た
ほ
か
、
来
賓
か
ら
祝
福
を

受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
時
代
の

思
い
出
を
振
り
返
る
写
真
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー
や
中
学
校
の
恩
師
か
ら
の
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
、
新
成
人
た

ち
は
当
時
を
懐
か
し
く
思
い
出
し
て
い

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
帰
省
で
き
な
い
日

々
が
続
く
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
お
か

れ
た
新
成
人
で
す
が
、
旧
友
と
の
久
々

の
再
会
に
、
マ
ス
ク
越
し
に
晴
れ
や
か

な
笑
顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
式
典

終
了
後
も
、
名
残
惜
し
そ
う
に
友
と
話

す
新
成
人
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

③̝ ②̝ 

④̝ 

⑤̝ 

⑥̝ 

⑦̝ 

①̝ 



【烏山地区】
吉川和穂（実行委員長）、石塚竜太、木村
渉、長谷川千歳、高橋彩希、菅間秀
【南那須地区】
櫻井愛莉（副実行委員長）、脇阪江里奈、玉
野楓眞、小川琉偉、萩原ひなの　

実行委員会メンバー

実行委員会（烏山地区）の皆さ実行委員会（烏山地区）の皆さんん

実行委員会（南那須地区）の皆さ実行委員会（南那須地区）の皆さんん
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新成人に聞く！ 二十歳の夢・想い

　お母さんに「今まで育ててくれてあり
がとう」と感謝の気持ちを伝えたいです。
成人式当日に、サプライズで花束を渡す
ので、喜んでくれるとうれしいです。
　現在は、社会人として頑張っています。
大人として自立し、これから家族を支え
ていきたいです。

家族を支えていきたい
　　　高瀬　乃愛さん

（南那須中・志鳥）

　中学時代の文化祭で、みんなで協力し
てやったことが良い思い出です。大人っ
ぽくなった友だちも話すと中身は昔のま
まなので、懐かしい気持ちになりました。
　今まで関わってくれた人に感謝し、周
りから尊敬されるような大人になりたい
です。

尊敬される大人になりたい
鈴木　来稀さん
（南那須中・宇井）

　久しぶりに地元に帰り、友達や近所の
人と話すことができて良かったです。
　現在、大学で外国語や国際社会につ
いて学んでいます。将来は、海外で活
躍できるジャーナリストになって、外
国の現状や日本の良いところを発信し
ていきたいです。

海外で活躍できるジャーナリストに
内藤　舞子さん

（烏山中・中央1丁目）

　両親が共働きだったこともあり、幼い
頃は祖父母にとてもお世話になりました。
　大学卒業後は就職し、両親と祖父母に
何かしら恩返しができればと思っていま
す。これから自立できるように、自分な
りに頑張っていきたいです。

両親・祖父母に恩返しを
小森　竣介さん
（烏山中・上境）

成
人
式
実
行
委
員
会
に
よ
る

手
作
り
の
成
人
式

　

本
市
の
成
人
式
は
、
例
年
、
新
成
人
た

ち
に
よ
る
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
が
動
き
始
め
た
の
は
昨
年

9
月
。
市
が
公
募
し
、　

人
（
烏
山
地
区
6

11

人
、
南
那
須
地
区
5
人
）
の
実
行
委
員
が
仕
事

や
学
校
な
ど
が
終
わ
っ
た
後
に
集
ま
っ
て

計
6
回
実
行
委
員
会
を
開
き
、
仲
間
の
た

め
に
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
実
行
委
員
が
式
典
の
司
会
や

新
成
人
代
表
あ
い
さ
つ
、
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ

ー
の
準
備
な
ど
を
担
当
し
ま
し
た
。
式
典

中
に
披
露
さ
れ
た
中
学
校
時
代
を
振
り
返

る
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
や
恩
師
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
、
実
行
委
員
が
ア
ル
バ
ム
か
ら

写
真
を
選
ん
だ
り
、
母
校
や
恩
師
の
も
と

へ
取
材
に
出
向
い
た
り
と
、
互
い
に
協
力

し
合
い
な
が
ら
、
温
も
り
の
あ
る
成
人
式

を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

令
和
4
年
4
月
か
ら

成
年
年
齢
が
「

歳
」
に

18

　

令
和
4
年
4
月
か
ら
、
民
法
改
正
に

よ
り
、
成
年
と
な
る
年
齢
が　

歳
か
ら

20

　

歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
る
た
め
、
今
年

18の
新
成
人
が　

歳
で
成
人
を
迎
え
る
最

20

後
の
世
代
と
な
り
ま
す
。

　

4
月
1
日
に　

歳
、　

歳
に
達
し
て

18

19

い
る
人
は
、
そ
の
日
か
ら
新
成
人
に
な

り
、
親
の
同
意
を
得
ず
に
自
分
の
意
思

で
様
々
な
契
約
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
飲
酒
や
喫
煙
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り　
20

歳
ま
で
制
限
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
成
人
式
の
あ
り
方
は
、
自
治

体
に
よ
っ
て
異
な
る
も
の
の
、
本
市
で

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り　

歳
の
人
を
対

20

象
に
式
典
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
名
称
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
成
人
式
」

か
ら
「
は
た
ち
を
祝
う
会
」
と
な
り
ま

す
。
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■
中
学
生
の
部

〇
那
須
烏
山
市
長
賞

晴
れ
の
日
の
葉
の
影
に
い
る
か
た
つ
む
り　

烏
山
中
1
年　

鈴
木
大
翔
さ
ん

〇
那
須
烏
山
市
教
育
長
賞

暗
闇
に
咲
い
た
花
火
と
君
の
声　

烏
山
中
2
年　

大
輪
莉
央
奈
さ
ん

〇
大
会
実
行
委
員
長
賞

あ
と
少
し
金
魚
す
く
い
の
紙
破
れ　

南
那
須
中
1
年　

伊
藤
優
純
さ
ん

■
小
学
生
の
部

〇
金
賞

ラ
ン
ド
セ
ル
わ
た
し
と
い
っ
し
ょ
に
な
つ
や
す
み　

烏
山
小
1
年　

大
橋
潤
さ
ん

チ
ー
タ
ー
に
び
く
び
く
え
さ
を
あ
げ
た
夏　

烏
山
小
4
年　

カ
ー
ン 
ア
ヌ
モ
ー
ル
さ
ん

ぶ
ん
ぬ
き
の
音
に
つ
ら
れ
て
人
の
波　

江
川
小
6
年　

石
島
智
萌
佳
さ
ん

俳
句
大
会
上
位
入
賞
者

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

中
止
と
な
っ
た
令
和
3
年
成
人
式
の
代
替
事

業
「
成
人
者
の
集
い
」
が
、　

月　

日
我
、

12

29

南
那
須
公
民
館
で
行
わ
れ
、
約　

人
が
参
加

70

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
当
該
年
の
新
成
人
が
集
ま
る
場

を
つ
く
ろ
う
と
、
市
と
成
人
式
実
行
委
員
会

が
企
画
し
た
も
の
。
実
行
委
員
長
の
蛭
川
聡

太
さ
ん（
南
1
丁
目
）は
、「
今
日
は
友
達
と
の
思

い
出
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

那
須
烏
山
市
山
あ
げ
俳
句
全
国
大
会
実
行
委
員
会（
鈴
木
美
江
子
実

行
委
員
長
）
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
生
か
ら
俳
句
を
募
集
し
、「
山

あ
げ
俳
句
全
国
大
会
小
・
中
学
生
の
部
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
児
童
・
生
徒
1
0
7
3
人
か
ら
こ
れ
ま
で
で
最
多
と

な
る
2
4
4
5
句
の
応
募
が
あ
り
、
小
学
生
は
低
・
中
・
高
学
年

の
3
区
分
、
中
学
生
は
1
区
分
で
合
計　

句
が
入
選
し
ま
し
た
。

71

　

鈴
木
実
行
委
員
長
は
「
子
ど
も
な
が
ら
の
発
想
が
新
鮮
で
、
俳

句
を
理
解
で
き
て
い
る
作
品
が
多
く
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
多

方
面
で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
俳
句
や
郷
土

愛
が
根
付
い
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
3
月
末
頃
に
昨
年
度
の
作
品
と
入
れ
替
え
を
行

い
、
山
あ
げ
会
館
展
示
室
に
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

令
和
3
年
度
山
あ
げ
俳
句
大
会

子
ど
も
の
発
想
光
る
作
品
が
勢
ぞ
ろ
い

成人者の集いを開催

「一年越し」友との再会喜ぶ

　

会
場
に
は
、
花
や
風
船
で
つ
く
ら
れ
た

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
た

ち
は
写
真
撮
影
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま

た
、
川
俣
純
子
市
長
や
田
代
和
義
教
育
長
の

ほ
か
、
市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
こ
こ
な
す
姫
、

か
ら
す
ま
る
、
や
ま
ど
ん
」
も
駆
け
付
け
、

参
加
者
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

曲
畑
在
住
の
人
見
龍
太
さ
ん
は
、「
久
し

ぶ
り
に
み
ん
な
に
会
え
て
う
れ
し
い
し
、
当

時
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
み
ん
な
変
わ
っ

て
い
な
く
て
安
心
し
た
」、
ま
た
、
野
上
出
身

で
、
現
在
は
県
外
に
住
ん
で
い
る
安
齋
伊
織

さ
ん
は
、「
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
帰
れ
ず
に
い

た
の
で
、
今
日
久
し
ぶ
り
に
地
元
で
み
ん
な

に
会
う
こ
と
が
で
き
て
楽
し
い
。
参
加
で
き

て
よ
か
っ
た
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

川俣市長、田代教育長に入賞者へ川俣市長、田代教育長に入賞者へのの
賞状などを贈呈する鈴木実行委員賞状などを贈呈する鈴木実行委員長長
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　市では、毎年　月20日〜26日を「こころを元気にする週間」、　 月22日を2 2
「那須烏山市こころを元気にする日」と定め、市健康づくり協議会の会員
とともに、こころの健康に関する普及啓発活動を行っています。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、私たちの生活は一変しました。新
しい生活様式に慣れ、新しい趣味や楽しみを見つけている人もいる一方、
コロナ疲れで気持ちが落ち込んでしまう人もいます。
　そこで、今月号では、こころの健康について考えるために、栃木県公認
心理師協会副会長の渡邊文子先生の「レジリエンス」に関するお話に加え、
市民の皆さんから寄せられた「こころが温まるエピソード」を紹介します。
※栃木県公認心理師協会とは、県内に在住または勤務する「公認心理師」
と「臨床心理士」によって構成される職能団体です。

あなたの「こころ」疲れていませんか？

こころの健康を保ちましょう

　

同
じ
よ
う
な
困
難
に
遭
遇
し
て
も
、
す

ぐ
に
立
ち
直
っ
て
前
を
向
い
て
頑
張
れ
る

人
と
、
し
ば
ら
く
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
ず
っ

て
し
ま
う
人
が
い
ま
す
。
こ
の
違
い
は
ど

こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
か
？
こ
れ
は

「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
の
高
さ
に
左
右
さ
れ

る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
」
と
は
、
心
理
学
用
語
で
あ
り
、
逆

境
や
困
難
、
強
い
ス
ト
レ
ス
に
直
面
し
た

と
き
に
適
応
す
る
精
神
力
と
心
理
的
プ
ロ

セ
ス
を
指
す
言
葉
で
す
。
も
と
は 
物
理

学
の
用
語
で
、「
外
力
に
よ
る
ゆ
が
み
を

は
ね
返
す
力
」
と
い
う
意
味
か
ら
き
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ
そ
、
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
の
力
を
高
め
、
ど
ん
な
逆
境
で
落

ち
込
ん
で
も
そ
こ
か
ら
立
ち
上
れ
る
力
を

つ
け
た
い
で
す
よ
ね
。
ア
メ
リ
カ
心
理
学

会（A
m
erican

P
sychologicalA

ssociation

）

は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
構
築
す
る
た
め
の

　

の
方
法
を
公
式
サ
イ
ト
で
紹
介
し
て
い

10ま
す
。
そ
こ
で
は
「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
は
誰

も
が
学
び
、
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

書
か
れ
て
お
り
、
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た

工
夫
で
自
分
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
そ
れ
を
ご
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

①
人
間
関
係
を
構
築
す
る

　

人
と
の
信
頼
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
困

難
や
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
困
難

を
は
ね
返
す
力
と
な
り
ま
す
。
支
え
て
く

れ
る
人
の
存
在
が
大
切
な
の
で
す
。
積
極

的
に
人
間
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
努
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

②
危
機
を
「
乗
り
越
え
ら
れ
な
い
問
題
」

と
し
て
考
え
な
い

　

工
夫
を
す
れ
ば
こ
の
事
態
の
何
か
を
変

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
は
ず
と
考
え
て
み

る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。

③
変
え
ら
れ
な
い
状
況
を
受
容
す
る

　

一
方
で
「
そ
ん
な
こ
と
も
あ
る
さ
」
と

状
況
を
あ
る
程
度
受
け
入
れ
る
こ
と
で
、

変
え
ら
れ
そ
う
な
部
分
が
見
え
て
く
る
こ

と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

④
目
標
を
立
て
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
進

む
　

現
実
的
な
目
標
を
立
て
達
成
感
を
得
る

こ
と
は
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
に
役
に

立
ち
ま
す
。

⑤
不
利
な
状
況
で
も
自
身
の
力
で
決
断
し

行
動
す
る

　

断
固
と
し
た
態
度
で
問
題
に
臨
む
こ
と

が
時
に
は
必
要
で
す
。

⑥
自
己
発
見
の
機
会
を
探
す

　

う
ま
く
い
か
な
く
て
も
自
分
に
と
っ
て

成
長
す
る
良
い
機
会
に
な
る
と
捉
え
て
み

て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

⑦
肯
定
的
な
視
点
で
無
理
を
せ
ず
で
き
る

こ
と
を
行
う

　

自
分
に
自
信
を
持
っ
て
進
ん
で
い
く
こ

と
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
も
と
に
な
り
ま

す
。

⑧
長
期
的
な
視
点
を
維
持
す
る

　

今
の
場
面
が
辛
け
れ
ば
辛
い
ほ
ど
先
の

こ
と
を
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

⑨
希
望
的
な
見
通
し
を
維
持
す
る

　

楽
観
的
に
考
え
る
こ
と
、
よ
い
こ
と
を

期
待
し
、
希
望
を
視
覚
化
し
て
み
ま
す
。

⑩
自
分
自
身
を
大
切
に
す
る

　

ス
ト
レ
ス
は
心
身
の
状
態
と
密
接
な
関

係
が
あ
る
た
め
、
健
康
で
い
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
適
切
な
栄
養
、
十
分
な
睡
眠
、

水
分
補
給
、
定
期
的
な
運
動
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
に
強
い
心
と
身
体

を
作
り
ま
す
。

◇

　

困
難
な
壁
に
当
た
っ
て
気
持
ち
が
落
ち

込
ん
だ
り
傷
つ
い
た
り
す
る
こ
と
は
、
人

と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
そ
こ
か

ら
立
ち
直
る
力
こ
そ
が「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」

で
す
。「
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」を
高
め
る
た
め

に
今
日
か
ら
で
き
る
こ
と
に
少
し
ず
つ

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

逆
境
か
ら
立
ち
直
る
力
〜
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
〜

栃
木
県
公
認
心
理
師
協
会　

副
会
長　

渡
邊
文
子

　「向こう三軒両隣」。今の時代にこそ、ご
近所さんと仲良くお付き合いすることが毎
日を明るく送るヒケツではないでしょう
か。困ったときはお互い様！ひとりで悩ま
ず声をあげましょう。
　本市には「見守り隊」や「助っ人からす」
などの活動があります。近くに頼れる人が

いることを知っていてくださいね。

市健康づくり協議会
会長　金枝好光



広報なすからすやま ２０２2.27

こころの健康づくり

匿名　
　私には幼稚園に通う子どもがいます。徒歩で送迎する
際は、交通量が少ない道を選んで歩きます。その通り道
にある家の人が時々庭の手入れをしています。最初は挨
拶を交わすだけでしたが、次第に庭の草花について会話
するようになりました。子どもはゴーヤの 蔓 がどんどん

つる

伸びて実をつける様子を興味津々に見させてもらった
り、草花の育ちや気候に伴う変化を教えてもらったりし
ました。ミニトマトの鉢をいただいたことがあり、その
うち　つを幼稚園に寄附し、多くの子ども達に成長を見1
守ってもらいました。
　我が家の子ども達は、この家の人とお話することがと
ても嬉しいようです。送迎はまだまだ続きますので、こ
れからも交流を楽しみたいと思います。

こころの健康を保つために　
　友達と時々美味しいものを
食べに行きます！

市民の皆さんから寄せられた「こころ温まるエピソード」

イスウル友の会　
　本会は「イ：食べる（eat）」「ス：眠る（sleep）」「ウ：
歩く（walk）」「ル:笑う（laugh）」を合言葉に活動する健
康づくりの自主市民グループです。
　今般の感染症の蔓延に伴い、活動の自粛期間が長引く
中、70名を超える会員全員に少しでも元気をと、大里地
区グループの大森光江さんが手作りの巾着袋を作ってく
れました。
　また、市の健康マイレージ事業で新しくこども版がで
き、利用券の使用場所で本屋さんが追加されたことに伴
い、ブックカバーをたくさん作って市に寄附してくれま
した。どれも仕上がりが綺麗で、心がこもったものばか
りでした。
　会員皆からこの場を借りて「温かい気持ちをありがと
う」を伝えます。

こころの健康を保つために　
　「イ・ス・ウ・ル」が
大切ですよ〜！

滝田清子さん（野上）　
　お盆で、息子一家が犬を連れてきました。
　犬が、仏様のお膳に興味を持ち食べようとするため、
お膳を下げることにしました。その様子を見た孫が
「せっかく（故人が）帰って来たのにご馳走がなくてか
わいそう」と、おままごとセットを探し、ハンバーグや
目玉焼き、お寿司等カラフルなお膳を作って「これで我
慢してね」と置いてくれました。
仏様も喜んでくれたかな？！

こころの健康を保つために　
　母の介護がとても大変。イライラする時もあります
が、リズムで話をしたり大きな文字で書いたりして、自
分も楽しむようにしています。

平澤フサさん（金井）　
　私の実家の近くに歯痛地蔵という名前のお地蔵さんが
ありました。祖父母に連れられてお参りに行くと、不思
議と歯の痛みが治まり、地域の人達からも愛されていま
した。台風などで倒れ、実家の弟の手助けで現在の場所
に移して安置し、小倉の人々とお祝いしました。
　今年　月頃、お盆で歯痛地蔵の話が出て、参拝者の御8
利益があると聞き嬉しくなりました。以前から短歌が好
きだったことから歌碑を頼まれ、休んでいた書道と向き
合いました。弟から文化の日に建立の知らせを受け、不
安の中にも嬉しく地蔵様に向かいました。

　お暇なときにお参りしてくだされば
嬉しいです。

こころの健康を保つために　
　食事のバランスが大事です。身体を動かし、時間を利
用して趣味を持ち、楽しむ事だと思います。家庭円満も
大切ですね。

人とつながりにくくなっていたコロナ禍でも、
温かいできごとがありました！
たくさんのご応募ありがとうございました。
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環境の変化に対応できるこころであるために
　新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、私たちの生活は大きく変化しました。
　大きな環境の変化は、私たちの心と身体のバランスを崩し、平常時は対処できていたストレスがコロナによる環境の
変化で対処できなくなるストレス過多状態を生じさせます。
　環境の変化が心身に悪影響を及ぼさないよう、日頃からケアをすることが大切です。

心配なことがある人は、ひとりで悩まず、気軽に相談を！
　これらの変化は、いつもと違う状況を経験した時に生じる、だれ
にでもあるあたりまえの反応です。ただし、その反応の強さや表
れ方は個人差があります。
　ストレス反応の多くは時間の経過とともに自然に治まりますが、
　か月以上続くときには相談窓口をご利用ください。また、県で1
は、SNSによる相談受付も行っていますので、気軽に相談しましょ
う。

コロナ禍によって起こりうる心と体の変化

問合　健康福祉課健康増進グループ　緯０２８７−８８−７１１５

■新型コロナウイルス感染症の影響による心の悩みのSNS相談

こころの相談＠とちぎ（県保健福祉部障害福祉課）
時間：午後　時〜11時（最終受付は午後10時）3
※土・日曜日および祝日も受け付けています

ストレスをため込んでいませんか？チェックしてみましょう

　　つ以上の項目が当てはまる人は、ストレスをため込んでいる可能性があります。3

■こころの相談窓口

こころのダイヤル
緯０２８−６７３−８３４１
時間：平日の午前　時〜午後　時9 5

烏山健康福祉センター
緯０２８７−８２−２２３１
時間：平日の午前　時30分〜午後　時15分8 5

市保健福祉センター
緯０２８７−８８−７１１５
時間：平日の午前　時30分〜午後　時15分8 5

やる気の喪失 生活リズムの乱れ 倦怠感孤独感 感染への恐れ、先の不安

当てはまるものに
チェック 支内　　　　　　容項目

先のくらしのことや、感染へのおそれなどで不安を感じている。1

趣味や好きなことなど、何事においても意欲的になれなくなってしまった。2

生活リズムや食生活が乱れている。（不眠、寝すぎ、食欲不振、過食など）3

集中力がない、考えがまとまらない。4

疲れが取れない、からだがだるい。5

マイナスなことばかりに目がいき、考えてしまう。6

頭痛やめまい、肩こりなど身体の不調を感じている。7

こころの健康づくり
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　下表から、自分の今後10年間での脳卒中発
生確率を計算できます。健康診断の結果を見
てチェックし、自身の生活を見直す機会とし
てお役立てください。
【1】以下の項目で、該当する点数にチェックをしま
しょう。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

脳卒中発生確率を計算しよう！
～多目的コホート研究より～

過
剰
摂
取
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
塩
に
は
血
管
を

縮
め
る
作
用
や
水
を
貯
め
込
む
作
用
が
あ
り
、

塩
分
8
～
9
g
の
摂
取
で
1
L
も
の
水
を
貯
め

込
み
ま
す
。
塩
分
摂
取
量
が
多
い
と
血
管
内
が

水
分
で
パ
ン
パ
ン
に
な
り
、
血
管
を
押
し
広
げ
て

し
ま
う
た
め
血
圧
が
上
昇
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

高
血
圧
は
血
管
を
傷
つ
け
、
動
脈
硬
化
を
引

き
起
こ
し
ま
す
。
血
圧
測
定
時
は
、「
上
の
血

圧
（
収
縮
期
血
圧
）」
を
気
に
す
る
人
が
多
く
い
ま

す
が
、
動
脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、「
下
の
血
圧

（
拡
張
期
血
圧
）」
は
上
昇
か
ら
下
降
に
転
じ
る
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
下
の
血
圧
の
変

化
に
も
日
頃
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

◇

　

生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
教
室
は
、
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。
次
回
の
開
催
時
期
な
ど
は
、

市
お
知
ら
せ
版
な
ど
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
3
月
か
ら
は
、
令
和
4
年
度
の
集
団
健

康
診
断
の
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す
。健
康
状

態
確
認
の
た
め
、ぜ
ひ
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

塩
分
の
多
い
食
品
を
避
け
る

漬
物
や
ベ
ー
コ
ン
・
ウ
イ
ン
ナ
ー
な
ど
の
肉
加
工
品
、

ち
く
わ
・
か
ま
ぼ
こ
な
ど
の
練
り
製
品
は
、
食
べ
る
量

や
頻
度
を
減
ら
し
た
り
、「
減
塩
タ
イ
プ
」
を
選
ん
だ
り

す
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

汁
物
は
具
沢
山
に
す
る

汁
を
飲
む
量
を
減
ら
せ
る
だ
け
で
な
く
、
野
菜
や
き
の

こ
、
海
藻
類
を
入
れ
る
と
、
塩
分
を
排
出
し
て
く
れ
る

カ
リ
ウ
ム
を
摂
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ラ
ー
メ
ン
な
ど
の
汁
は
残
す

ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
な
ど
の
麺
類
は
、
汁
を
残
す
こ
と

で
塩
分
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
ょ
う
ゆ
や
ソ
ー
ス
は
か
け
ず
に
つ
け
る

焼
き
魚
や
揚
げ
物
は
、
小
皿
に
入
れ
た
し
ょ
う
ゆ
や

ソ
ー
ス
に
つ
け
て
食
べ
る
こ
と
で
、
か
け
過
ぎ
を
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

高
血
圧
予
防
の
た
め
に

塩
分
を
上
手
に
減
ら
し
ま
し
ょ
う

血管年齢脳卒中
発症確率合計点数

女男
47歳42歳～1％～10
60歳53歳1～2％11～17
67歳59歳2～3％18～22
72歳64歳3～4％23～25
76歳67歳4～5％26～27
80歳70歳5～6％28～29
83歳73歳6～7％30
85歳75歳7～8％31～32

86～89歳

77歳8～9％33
79歳9～10％34
82歳10～12％35～36
85歳12～15％37～39

86～89歳
15～20％40～42
20％～43～

①年齢
点数年齢
040～44歳
545～49歳
650～54歳
1255～59歳
1660～64歳
1965～69歳

④肥満度（BMI）
点数BMI
0～24
225～29
3～30

⑤糖尿病
点数
7あり※
0なし②性別

点数性別
6男
0女

※治療中または空腹時
血糖値128mg/dl以上

③現在の喫煙習慣
点数

性別
ありなし
40男
80女

⑥血圧
点数

血圧
降圧薬あり降圧薬なし
100～119／79
103120～129／80～84
106130～139／85～89
118140～159／90～99
1111160～179／100～109
1513180～／110～

【2】①～⑥の合計点数を出し、結果を確認しましょう。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
生
活
習
慣
病
の

恐
ろ
し
さ
や
予
防
方
法
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
、
生
活
習
慣
病
重
症
化
予
防
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。　

月
2
日
昭

に
は
、「
知
っ
て
得

12

す
る
☆
自
分
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
教
室
」
を
南
那
須

公
民
館
で
行
い
ま
し
た
。

　

第
1
回
と
な
る
今
回
は
、
キ
ヤ
ノ
ン
（
株
）
宇

都
宮
事
業
所
の
専
属
産
業
医
で
あ
る
海
老
澤
一

人
医
師
を
招
き
、「
サ
ラ
サ
ラ
な
血
液
が
脳
を

守
る
～
健
診
結
果
を
読
み
込
も
う
～
」
と
題
し

実
施
。
健
康
診
断
の
検
査
項
目
（
血
圧
、
血
糖
、
脂

質
、
腎
機
能
、
肝
機
能
）
を
見
る
う
え
で
知
っ
て
お
い

て
ほ
し
い
こ
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
は
、「
検
査
内
容
の
知
識
を
得
た
こ
と

で
、
予
防
の
意
識
が
高
ま
っ
た
」「
生
活
を
見
直
し

て
行
動
に
移
し
た
い
」と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、
教
室
の
内
容
な
ど
を
交
え
な

が
ら
、
主
に
、
高
血
圧
の
危
険
性
や
予
防
方
法

を
紹
介
し
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
生
活
習
慣
病
っ
て
？

　

生
活
習
慣
病
と
は
、
食
事
や
運
動
、
休
養
、

喫
煙
、
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
が
深
く
関
与

し
、
そ
れ
ら
が
発
症
の
要
因
と
な
る
疾
患
の
総

称
で
す
。
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
は
生
活
習

慣
病
に
含
ま
れ
ま
す
。

心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
の
死
亡
率
が
高
い
本
市

　

本
市
は
、
心
疾
患
で
の
死
亡
率
が
県
内
1
位
、

脳
血
管
疾
患
で
の
死
亡
率
が
県
内
3
位
と
上
位

に
位
置
し
て
お
り
、
八
溝
山
系
に
属
す
る
地
域

は
、
こ
れ
ら
の
疾
患
に
罹
る
確
率
が
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。ま
た
、
健
康
診
断
の
結
果
か
ら
、
市

民
は
高
血
圧
や
高
血
糖
、
脂
質
異
常
症
の
人
が

多
い
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、
心
疾
患
や
脳
血
管

疾
患
の
発
症
に
大
き
く
影
響
し
て
い
ま
す
。

ど
う
し
て
高
血
圧
に
な
る
の
？

　

高
血
圧
の
原
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
塩
分
の
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税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
！

て
も
、
郵
送
な
ど
で
提
出
で
き
ま
す
。

※
ご
自
宅
に
プ
リ
ン
タ
が
な
い
場
合
で

も
、
P
D
F
フ
ァ
イ
ル
で
保
存
す
れ
ば

コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
出
力
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
左
記
の
Q
R
コ
ー
ド
を

読
み
取
る
か
、
U
R
L
を
入
力
し
て
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
確
定
申
告
特

集
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

U
R
L
https://w

w
w
.nta.go.jp

/taxes/shiraberu/shinkoku/
tokushu/index.htm

■
問
合　

税
務
課
緯
0
2
8
7－

　
83

－
1
1
1
4

　

市
で
は
、
令
和
3
年
分
の
所
得
税
確

定
申
告
お
よ
び
住
民
税
申
告
を
受
付
し

ま
す
。

■
日
時　

2
月　

日
昌

～
3
月　

日
昇

16

15

※
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
は
除
く
。

■
受
付　

午
前
8
時　

分
～　

時

45

11

　
　
　
　

午
後
1
時
～
4
時

■
場
所　

烏
山
庁
舎
2
階　

第
4
・
5

会
議
室
（
受
付
は
第
2
会
議
室
）

※
申
告
は
烏
山
庁
舎
の
み
で
受
付
し
ま

す
。
南
那
須
庁
舎
で
は
受
付
し
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
番
号
札
の
配
布
は
午
前
8
時　

分
か

30

ら
で
す
。
市
役
所
の
始
業
前
に
は
配
布

し
ま
せ
ん
。

※
午
前
の
部
に
つ
い
て
は
、
混
雑
時
な

ど
は
早
め
に
受
付
を
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
の
お
願
い

・
確
定
申
告
会
場
は
大
変
混
雑
し
、
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
防
止
対
策
の
た
め
に
も
、
極
力
パ
ソ

コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た

申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
待
合
室
や
申
告
会
場
の
三
密
（
密
閉
・

密
集
・
密
接
）
防
止
対
策
の
都
合
に
よ
り
待

合
時
間
が
延
び
る
こ
と
や
待
合
室
外
で

の
待
機
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

・
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
防
止
対
策

の
う
え
、
代
表
者
の
み
で
の
来
庁
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
発
熱
や
咳
な

ど
風
邪
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら
れ
、
体

調
に
不
安
が
あ
る
場
合
は
無
理
を
せ

ず
、
回
復
し
て
か
ら
の
申
告
を
お
願
い

し
ま
す
。

・
感
染
発
生
状
況
に
よ
り
、
申
告
受
付

時
間
や
実
施
期
間
が
変
更
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

・
自
書
申
告
書
の
預
か
り
は
行
い
ま
せ

ん
。
税
務
署
へ
郵
送
で
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
申
告
書
の
作
成
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー

ナ
ー
」
で
！

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
の
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
金
額
な
ど
を
入
力
す
れ

ば
、
税
額
な
ど
が
自
動
計
算
さ
れ
、
所

得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
書
が
作
成
で
き
ま
す
。
作
成
し
た

申
告
書
を
ご
自
宅
の
プ
リ
ン
タ
で
印
刷

す
れ
ば
、
確
定
申
告
会
場
に
行
か
な
く

午後の部午前の部日程

藤田南大和久２/１６ 水

旭金井１７木

南小木須・小原沢・横枕１８金

三箇（上・中）三箇下・上川井２１月

野上（上・第四）野上
（下・野上台・舟戸）２２火

田野倉・小倉・宇井大金・東原・小河原２４ 木

月次・大金台下川井２５金

中央初音・城東・表・愛宕台２８月

熊田曲田・曲畑３/１火

神長向田・落合・滝２ 水

午後の部午前の部日程
鴻野山・小白井・西野・
芦生沢八ケ代・福岡３木

大木須・大沢・宮原中山・八ヶ平・白久・
平野４ 金

志鳥（中・下）志鳥上７ 月

谷浅見大桶８ 火

興野（上・下一）・滝田興野（中・下二）９  水

高瀬・大里・小塙森田宿・輪之内・
こぶし台１０ 木

上境下境１１ 金

予備日１４月

予備日１５火
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商
工
会
と
は
、
法
律
に
基
づ
き
設
立

さ
れ
て
い
る
特
別
認
可
法
人
で
す
。
単

な
る
会
員
組
織
で
は
な
く
、
国
な
ど
の

補
助
を
活
用
し
な
が
ら
相
談
対
応
や
指

導
を
行
う
公
的
機
関
で
あ
り
、
地
域
の

商
工
業
者
の
経
営
や
技
術
の
改
善
・
発

展
を
図
る
「
経
済
団
体
」
と
い
う
特
性

が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
に
制
定
さ
れ
た
市

29

お
得
な
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
が
い
っ
ぱ
い
！

商
工
業
者
の
皆
さ
ん
、「
那
須
烏
山
商
工
会
」に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
で
は
、
商
工

会
は
、
市
や
金
融
機
関
な
ど
と
連
携

し
、
中
小
企
業
者
の
経
営
の
向
上
お
よ

び
改
善
の
た
め
の
支
援
を
行
う
「
中
小

企
業
支
援
団
体
」
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

商
工
会
は
、
地
域
の
商
工
業
者
の
あ

ら
ゆ
る
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
組
織

で
、
例
え
る
な
ら
商
工
業
者
の
た
め
の

①経営課題の解決やその糸口が見つけられる
・経営上の様々な困りごとについて経営指導員が相談に応
じ、アドバイスします。
・相談内容によっては、より詳細な対応ができる専門家
（中小企業診断士や税理士など）を紹介します。
②会員限定のサービスや特典が受けられる
・必要な経営知識や最新の施策情報についての各種講習会
や研修会に参加できます。
・会員限定の有利な各種共済制度や補償制度に加入できま
す。

③地域での人脈を広げられる
・商工会の各種会合やセミナーに参加することで、会員相
互の人脈づくりができます。
・商工会が案内する展示会や商談会に出展（店）することで、
大手企業やバイヤーとのつながりづくりができます。

④経営体制を整えられる
・やりたいこと、困ったことに使える補助金があれば紹介
し、申請のお手伝いをします。
・税務や労務に関するアドバイスはもちろん、手続きの代
行もできます。

⑤資金調達の手段を増やせる
・金融や信用保証に関する相談やあっせんを行っています。
・特に、商工会の推薦による有利な融資制度もあります。

商工会加入の　つのメリット5

「
か
か
り
つ
け
医
」
の
よ
う
な
存
在
で

す
。
日
頃
か
ら
気
軽
に
情
報
交
換
が
で

き
、
困
っ
た
と
き
は
親
身
に
相
談
に
応

じ
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
必
要
な
場
合

は
、
専
門
的
な
対
応
が
可
能
な
中
小
企

業
診
断
士
や
税
理
士
な
ど
を
紹
介
し
て

く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
な

ど
の
際
も
、
迅
速
に
国
・
県
・
市
の
支

援
策
を
市
内
の
事
業
者
に
伝
え
、
そ
の

申
請
手
続
き
支
援
を
は
じ
め
、
商
工
業

者
に
寄
り
添
っ
た
対
応
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
商
工
会
が
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
は
、
市
役
所
に
は
な
い
も
の

で
す
の
で
、
今
後
も
市
内
の
中
小
企
業

者
の
発
展
と
い
う
共
通
の
目
的
に
向

け
、
市
と
商
工
会
と
の
連
携
を
強
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
内
の
中
小
企
業
の
皆
さ

ん
に
、
商
工
会
へ
の
加
入
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
商

工
業
者
で
あ
れ
ば
、
法
人
・
個
人
や
業

種
、
規
模
を
問
わ
ず
入
会
で
き
ま
す
。

会
費
は
、
運
営
規
約
に
定
め
た
基
準
に

従
い
、
均
等
割
の
ほ
か
事
業
所
の
資
本

金
に
応
じ
た
法
人
割
、
従
業
者
割
に
よ

り
算
出
さ
れ
、
経
理
上
、
全
額
を
損
金

に
算
入
で
き
ま
す
。

　

商
工
会
の
豊
富
な
知
識
と
経
験
を
活

か
し
た
寄
り
添
っ
た
支
援
は
、
必
ず
皆

さ
ん
の
事
業
の
発
展
に
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
し
て
い
な
い

場
合
は
、
ぜ
ひ
、
加
入
を
検
討
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
会
員
募
集
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。
入
会
を
希
望
す
る
場
合
は
、

ま
ず
は
お
気
軽
に
左
記
あ
て
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
問
合　

那
須
烏
山
商
工
会　

緯
0
2
8
7－

　

－

2
3
2
3

82

商
工
観
光
課
商
工
振
興
グ
ル
ー
プ

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
5

83

　商工会では、法律に基づき策定した計画に
従い、商工業者が地域において持続的な発展
が果たせるよう、事業者に寄り添い、経営改
善につながる幅広い事業を行っています。ま
た、地域と経営者の情報交換や異業種交流の
場としても役立っています。
　商工会に加入した場合の具体的なメリット
の一部を上記に記載しました。ぜひ、商工会
に加入して、一緒に地域を盛り上げていきま
しょう。

商工会からのメッセージ

商
工
会
っ
て
？

商
工
会
の
良
い
と
こ
ろ

加
入
相
談
、
会
費
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月　

日
昭

、
市
と
大
塚
製
薬
叙

12

23

は
、
市
役
所
烏
山
庁
舎
で
「
地
方
創
生

に
か
か
る
包
括
連
携
協
定
書
」
を
取
り

交
わ
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
と
大
塚
製
薬
叙
の

協
働
に
よ
り
、
市
民
の
安
全
や
安
心
の

確
保
や
健
康
づ
く
り
を
通
じ
た
地
域
活

性
化
を
推
進
し
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

協
定
で
は
、「
健
康
の
維
持
・
増
進
に

関
す
る
こ
と
」、「
企
業
に
お
け
る
健
康

経
営
に
関
す
る
こ
と
」、「
ス
ポ
ー
ツ
振

興
に
関
す
る
こ
と
」、「
食
育
に
関
す
る

こ
と
」、「
防
災
に
関
す
る
こ
と
」、「
そ

市
と
大
塚
製
薬
叙
が

地
方
創
生
に
か
か
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結

の
他
、
市
と
大
塚
製
薬
叙
が
合
意
し
た

地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と
」
の
６

項
目
が
締
結
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
ニ
ュ
ー
ト
ラ
シ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル

ズ
事
業
部
大
宮
支
店
の
平
内
秀
司
支
店

長
は
、「
市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
管
理

を
基
本
目
標
と
し
、
女
性
の
健
康
増
進

や
高
齢
者
へ
の
熱
中
症
対
策
、
フ
レ
イ

ル
対
策
と
い
っ
た
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
防
災
や

来
年
度
の
国
体
に
む
け
て
幅
広
く
協
働

し
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

協定を締結した
川俣市長（左）と
平内支店長（右）

　

山
あ
げ
祭
の
舞
踊
指
導
を
行
う
西
川

流
西
川
会
な
ど
に
よ
る
夜
の
あ
か
り
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
山
あ
げ
会
館
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
2
0
2
1
」
が　

月　

日

12

18

松

か
ら
１
月　

日
松

ま
で
開
か
れ
、
幻

15

想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し
む
家
族
連
れ
な

ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
　

月　

日
松

に
は
点
灯
式
が
行
わ

12

18

れ
、
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
電
飾
が
一
斉

に
輝
く
と
参
加
者
か
ら
は「
き
れ
い
！
」

と
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
点

灯
式
当
日
は
温
か
い
飲
み
物
な
ど
を
販

冬
の
夜
を
き
ら
び
や
か
に
彩
る

山
あ
げ
会
館
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

売
す
る
店
舗
も
あ
り
、
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
ん
だ
あ
と
に
暖
を
と

る
人
の
姿
も
見
ら
れ
、
冬
の
夜
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

西
川
会
の
西
川
扇
士
浪
さ
ん
は
、

「
今
年
も
開
催
で
き
、
点
灯
式
に
も

多
く
の
人
が
来
て
く
れ
た
の
で
良

か
っ
た
。
今
年
は
地
域
の
皆
さ
ん
が

電
球
を
提
供
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、

昨
年
以
上
に
に
ぎ
や
か
な
飾
り
つ
け

が
で
き
た
。
家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ

た
電
球
が
あ
れ
ば
、
今
後
も
提
供
い

た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

たくさんの電飾が輝く山あげ会館のイルミネーション

　

市
内
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
に

通
う
烏
山
中
2
年
の
山
崎
遥
仁
さ
ん

（
野
上
）、
烏
山
小
6
年
の
村
上
聡
輔

さ
ん
（
南
2
丁
目
）、
荒
川
小
6
年
の
塩

田
の
の
は
さ
ん
（
鴻
野
山
）
が
全
国
の

小
・
中
学
生
、
高
校
生
を
対
象
に
開

か
れ
た「 
P
r
o
g
r
a
m
m
i
n
g 

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

 
F
e
s
t
i
v
a
l 
2
0
2
1
」で
入

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル

賞
し
ま
し
た
。

　

山
崎
さ
ん
と
村
上
さ
ん
は
算
数
・
数

学
部
門
に
、
塩
田
さ
ん
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

部
門
に
応
募
し
、
応
募
総
数　

作
品

91

の
中
か
ら
入
賞
作
品
に
選
ば
れ
ま
し

た
。

　

一
次
関
数
を
利
用
し
た
シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
ゲ
ー
ム
を
つ
く
っ
た
山
崎

さ
ん
。
そ
の
作
品
は
、
入
賞
作
品
の

中
で
も
評
価
が
高
く
、
ア
イ
デ
ア
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
山
崎
さ
ん
は
、

「
学
校
の
宿
題
な
ど
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
に
活
か
し
た
。
昨
年
は
入
賞
で

き
な
か
っ
た
が
、
今
年
は
ア
イ
デ
ア

賞
も
も
ら
え
て
う
れ
し
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
分
数
や
割
合
に
関
す
る
ミ

ニ
ゲ
ー
ム
を
作
っ
た
村
上
さ
ん
は
、

「
パ
ソ
コ
ン
の
ス
タ
ン
プ
機
能
を
活

用
し
て
ゲ
ー
ム
を
作
っ
た
。
ま
た
新

し
い
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
挑
戦
し
た

い
」、
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

問
題
を
体
感
で
き
る
ゲ
ー
ム
を
作
っ

た
塩
田
さ
ん
は
、「
エ
サ
を
食
べ
る

魚
の
動
き
や
ス
コ
ア
の
増
え
方
を
工

夫
し
た
。
入
賞
で
き
る
と
思
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
び
っ
く
り
し
た
」
と

入
賞
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

アイデアと技術を競う

プログラミングの全国大会で
市内の小学生　人が入賞3

左から、村上さん、山崎さん、塩田さん



広報なすからすやま ２０２2.213

　

市
、
商
工
会
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
に
よ
る
「
賀
詞
交
歓
会
」
が
、
1

月
7
日
晶

、
烏
山
公
民
館
で
開
か
れ
行
政
関
係
者
や
各
種
団
体
、

企
業
の
代
表
者
な
ど　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

79

　

2
年
ぶ
り
に
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
と
な
っ
た
賀
詞
交
歓
会

で
は
、
川
俣
純
子
市
長
が
「
市
民
に
寄
り
添
っ
た
『
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
』
を
目
指
し
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
維
持
し
な
が
ら

積
極
的
な
事
業
展
開
を
進
め
て
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、

　

月
の
い
ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
に
つ
い
て
、

10「
オ
ー
ル
那
須
烏
山
体
制
で
本
市
の
魅
力
を
発
信
し
、
最
大
限
の

お
も
て
な
し
で
迎
え
入
れ
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
渋

井
由
放
市
議
会
議
長
や
三
森
文
徳
県
議
会
議
員
ら
も
あ
い
さ
つ

し
、
新
年
が
明
る
い
年
と
な
る
よ
う
願
い
ま
し
た
。

明
る
い
年
を
願
っ
て
・・・
2
年
ぶ
り
の
賀
詞
交
歓
会壇上であいさつする川俣市壇上であいさつする川俣市長長

　

交
通
事
故
が
多
発
す
る
年
末
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
の
浸

年
末
の
交
通
安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

街
頭
指
導
で
事
故
防
止
を
呼
び
か
け

安
全
県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
が　

月
12

　

日
松

か
ら　

日
晶

ま
で
行
わ
れ
、

11

31

ド
ラ
イ
バ
ー
や
登
校
中
の
児
童
・
生
徒

に
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
　

日
昌

に
は
、「『
ラ
イ
ト
４
と
ハ
イ

22
ビ
ー
ム
』
強
化
の
日
」
と
し
て
、
市
や

那
須
烏
山
警
察
署
、
交
通
安
全
協
会

の
会
員
な
ど
約　

人
が
市
内
の
ス
ー

15

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
物
客
に
啓
発

チ
ラ
シ
な
ど
を
手
渡
し
、
早
め
の
ラ

イ
ト
点
灯
と
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。ま
た
、　

日
晶

に

24

も
「『
止
ま
っ
て
く
れ
な
い
栃
木
県
か

ら
の
脱
却
』
強
化
の
日
」
と
し
て
、
山

中
交
差
点
で「
特
別
街
頭
指
導
」を
行

い
、
ハ
ン
ド
プ
レ
ー
ト
で
ド
ラ
イ
バ
ー

に
交
通
事
故
防
止
を
促
し
ま
し
た
。

透
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
年
末
の
交
通

上：買い物客にチラシを手渡す様子
下：ハンドプレートでドライバーに事故防止を呼び
かける関係者ら

　ＮＰＯ法人クロスアクション（髙橋誠一代表理
事）は、12月19日掌、ＪＲ烏山駅前広場で「烏
山朝市」を開きました。
　約　年ぶりの開催となったこの日は　店が2 8
出店し、市内でとれた農産物や加工品の数々
が並びました。開始直後から多くの人が訪
れ、買い物をしたり、イートインスペースで
食事を楽しんだりしていました。
　髙橋さんは、「朝市をとおして、出店者とお
客さんだけでなく、出店者同士の横のつなが
りも深めることができて良かった。今後も、
定期的に開催したい」と話していました。

烏山駅前で朝市を開催

多くの人でにぎわった朝市会多くの人でにぎわった朝市会場場

　

Ｊ
Ａ
な
す
南
い
ち
ご
部
会
で
は
、
地

元
特
産
品
を
利
用
し
た
「
食
育
応
援
事

業
」
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
、
学
校
給

Ｊ
Ａ
な
す
南
い
ち
ご
部
会
が

給
食
に「
と
ち
お
と
め
」を
提
供

食
に
い
ち
ご
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

1
月　

日
捷

に
は
、
Ｊ
Ａ
な
す
南
の

17

中
山
正
樹
代
表
理
事
組
合
長
と
磯
廣
之

副
部
会
長
が
市
役
所
烏
山
庁
舎
を
訪

れ
、
川
俣
純
子
市
長
と
田
代
和
義
教
育

長
に
い
ち
ご
を
手
渡
し
ま
し
た
。
提
供

さ
れ
た
い
ち
ご
は
、「
と
ち
お
と
め
」
1

8
8
パ
ッ
ク
。　

日
晶

の
給
食
に
登
場

28

し
、
子
ど
も
た
ち
は
、
地
元
産
の
い
ち

ご
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

　

磯
副
部
会
長
は
、「
今
年
は
生
育
日

数
が
多
か
っ
た
分
、
糖
度
の
高
い
も
の

が
で
き
た
。
給
食
で
楽
し
く
い
ち
ご
を

味
わ
っ
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

左から、中山組合長、田代教育長、川俣市長、磯副部会長
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ス
ポ
ー
ツ

荒井さん（左）と大輪さん（右）

　

烏
山
中
2
年
で 
白  
堊 
会
空
手
道
所

は
く 
あ

属
の
大
輪
莉
央
奈
さ
ん
（
下
境
）
と
荒

井
亜
美
さ
ん
（
下
川
井
）
が
3
月　

日
28

捷

～　

日
昌

に
京
都
府
で
開
か
れ
る

30

「
文
部
科
学
大
臣
旗
争
奪
未
来
く
ん

杯
第　

回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜

16

大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
に
先
立
ち
、　

月　

日

11

21

掌

に
宇
都
宮
市
で
行
わ
れ
た
県
予
選

の
個
人
組
手
女
子
中
学
2
年
生
の
部

で
、
大
輪
さ
ん
は
準
優
勝
、
荒
井
さ

ん
が
第
4
位
と
な
り
、
見
事
、
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
み
ま
し
た
。

　

大
輪
さ
ん
は
、「
自
分
が
戦
い
や

［
空
手
道
］

大
輪
さ
ん
・
荒
井
さ
ん

す
い
ス
タ
イ
ル
も
つ
か
め
て
き
た
。

荒
井
さ
ん
と
一
緒
に
全
国
大
会
に
出

場
で
き
る
の
が
う
れ
し
い
の
で
、
一

緒
に
決
勝
戦
ま
で
進
み
た
い
」、
荒

井
さ
ん
は
、「
自
分
よ
り
体
格
の
大

き
い
相
手
に
対
す
る
技
の
練
習
に
力

を
入
れ
て
い
る
。
更
に
練
習
に
励

み
、
一
勝
で
も
多
く
勝
て
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り

ま
し
た
。

生
魚
さ
ん

　

白
堊
会
空
手
道
所
属
で
現
在
、
岐

阜
県
の
大
学
に
通
う
生
魚
瑠
那
さ
ん

（
横
枕
出
身
）
が
、　

月　

日
松

に
東
京

12

11

都
で
行
わ
れ
た
「
第　

回
全
日
本
空

49

手
道
選
手
権
大
会
」
に
、
女
子
組
手

団
体
戦
の
栃
木
県
代
表
と
し
て
出
場

し
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
見
事
3
回
戦
ま
で
勝

ち
進
ん
だ
栃
木
県
勢
。
大
会
を
振
り

返
り
生
魚
さ
ん
は
、「
目
標
と
し
て

い
た
大
会
で
戦
う
こ
と
が
で
き
た
の

で
良
い
経
験
に
な
っ
た
。
来
年
は
、

同
大
会
へ
の
個
人
戦
で
の
出
場
と
国

体
へ
の
出
場
を
果
た
す
た
め
、
さ
ら

に
練
習
に
励
み
た
い
」
と
今
後
の
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

生魚さん

三島さん

　

市
で
は
、　

月
に
開
催
さ
れ
る
「
い

10

ち
ご
一
会
と
ち
ぎ
国
体
・
と
ち
ぎ
大
会
」

の
総
合
開
会
式
ま
で
の
日
数
を
表
示
す

る「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
」を
、
Ｊ
Ｒ

烏
山
駅
待
合
室
と
市
役
所
南
那
須
庁
舎

玄
関
前
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
市
民
の
大
会
認
知
度
向
上

を
図
る
と
と
も
に
、
開
催
機
運
の
醸
成

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
ボ
ー
ド
に

は
、
昨
年
小
・
中
学
生
を
対
象
に
行
わ

れ
た
国
体
応
援
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

の
優
秀
作
品
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ボ
ー
ド
の
側
面
に
は
、
市
の
観

Ｊ
Ｒ
烏
山
駅
と
市
役
所
南
那
須
庁
舎
に

国
体
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ボ
ー
ド
を
設
置

光
ス
ポ
ッ
ト
や
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
ア
キ
ュ
ム

な
ど
の
写
真
が
印
刷
さ
れ
て
い
て
、
市

の
観
光
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ボ
ー
ド
は
、　

月
1
日
松

の
総

10

合
開
会
式
ま
で
設
置
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

烏山駅に設置されたカウント
ダウンボード

　（一財）自治総合センターは、宝くじの社会貢献
広報事業として、集会施設やコミュニティ活動備
品の整備に対して助成を行い、地域のコミュニ
ティ活動の充実・強化を図ることにより、地域社
会の健全な発展と住民福祉の向上に寄与するため
の「コミュニティ助成事業」を行っています。
　令和　年度コミュニティセンター助成事業を活3
用し、神長自治区で、神長公民館建設および自治
会活動備品を整備しました。
■問合　まちづくり課
　　　　緯0287－83－1151

コミュニティ助成事業報告

新たに建設した神長公民新たに建設した神長公民館館

全
国
大
会
出
場

　

烏
山
中
3
年
の
三
島
愛
さ
ん
（
野

上
）
が
所
属
す
る
栃
木
サ
ッ
カ
ー
ク

ラ
ブ
レ
デ
ィ
ー
ス
が
、　

月　

日
松

12

11

～　

日
捷

に
行
わ
れ
た
「
Ｊ
Ｆ
Ａ
第

27

　

回
全
日
本
Ｕ－

　

女
子
サ
ッ
カ
ー

26

15

選
手
権
大
会
」に
出
場
し
ま
し
た
。

　
　

月　

日
松

の
試
合
に
ミ
ッ
ド

12

11

フ
ィ
ル
ダ
ー
と
し
て
出
場
し
た
三
島

さ
ん
は
、「
緊
張
よ
り
も
、
自
分
が
全

国
レ
ベ
ル
で
ど
れ
く
ら
い
通
用
す
る

の
か
楽
し
み
だ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
苦

手
と
し
て
い
た
相
手
の
逆
を
つ
く
プ

レ
ー
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

［
サ
ッ
カ
ー
］

三
島
さ
ん
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現
在
の
栃
木
県
は
「
海
な
し
県
」

で
あ
り
、
内
陸
部
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
市
内
で
見
ら
れ
る
地

層
か
ら
、
大
昔
は
海
で
あ
っ
た
こ
と

が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
証
拠
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
市
内
で
産
出
し
た

化
石
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も

「
荒
川
層
群
」
と
呼
ば
れ
る
中
新
世

の
地
層
（
約
9
0
0
万
年
～
1
5
0
0
万
年

前
）か
ら
は
、
ク
ジ
ラ
や
イ
ル
カ
の
化

石
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
貝
化
石
の

密
集
層
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
内
で
発
見
さ
れ
た
ク
ジ
ラ
の
化

石
は
、
調
査
の
結
果
ヒ
ゲ
ク
ジ
ラ
の

～
見
ど
こ
ろ
紹
介
～

那
須
烏
山
の
「
海
」
の
時
代

▲貝化石の密集（大里地内）

仲
間
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
発
見

さ
れ
た
地
名
に
ち
な
ん
で
「
オ
オ
ガ

ネ
ク
ジ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
呼
び
名
は
実
際
の
ク
ジ
ラ
の
種

類
で
は
な
く
、
現
在
発
見
さ
れ
て
い

る
化
石
だ
け
で
は
こ
れ
以
上
の
種
類

の
特
定
が
難
し
い
た
め
、
こ
の
名
前

で
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

貝
化
石
は
市
内
に
観
察
ス
ポ
ッ
ト

が
い
く
つ
か
あ
り
、
密
集
層
が
観
察

し
や
す
い
こ
と
か
ら
学
校
な
ど
で
の

観
察
学
習
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

見
つ
か
る
貝
の
種
類
は
、
観
察
場
所

に
よ
っ
て
様
々
で
す
。
場
所
に
よ
っ

て
は
、
河
原
に
落
ち
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
時
代
や
歴

史
を
感
じ
ら
れ
る
地
層
や
化
石
は

思
っ
て
い
る
よ
り
身
近
に
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
今
年
4
月
か
ら
成
年
年
齢

が
引
き
下
げ
ら
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
若

者
の
消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
や
早
期

発
見
を
図
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
消

し
ゴ
ム
と
手
提
げ
袋
を
製
作
し
ま
し

た
。

　

デ
ザ
イ
ン
を
担
当
し
た
の
は
、
烏
山

高
校
ま
ち
づ
く
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
同

好
会
の
2
年
生
7
人
。
生
徒
が
日
常
的

に
使
用
し
、
常
に
目
に
す
る
こ
と
か
ら

啓
発
グ
ッ
ズ
に
採
用
さ
れ
た
消
し
ゴ
ム

に
は
、
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
電
話

番
号
で
あ
る
「
1
8
8
」
の
ほ
か
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
の
存
在
を
身
近
に

知
っ
て
も
ら
い
、
気
軽
に
相
談
し
て
も

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
と
烏
山
高
校
生
が

消
費
者
被
害
防
止
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
製
作

ら
え
る
よ
う
に
と
い
う
思
い
か
ら
作
成

し
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
「
き
っ
と
キ

ミ
の
力
に
な
っ
て
く
れ
る
！
」
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

　

同
同
好
会
代
表
の
佐
藤
百
夏
さ
ん

（
那
珂
川
町
）
は
、「
2
年
生
7
人
の
ア
イ

デ
ア
を
持
ち
寄
っ
て
、
み
ん
な
が
使
い

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
よ
う
工
夫
し

た
。
生
徒
に
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
知
っ
て

も
ら
い
、
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う
に

な
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
消
し
ゴ
ム
と
手
提
げ
袋
は
、
烏

山
高
校
2
・
3
年
生
に
配
布
す
る
ほ
か
、

市
内
在
住
の
平
成　

年
4
月
2
日
～
平

15

成　

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
で
あ

17
れ
ば
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
窓
口

（
商
工
観
光
課
）で
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

消しゴムと手提げ袋を持つ佐藤さ消しゴムと手提げ袋を持つ佐藤さんん

　

八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会
で
は
、

今
年
も
日
光
市
の
白
滝
で
「
寒
ざ
ら
し

そ
ば
」
の
仕
込
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

寒
ざ
ら
し
そ
ば
と
は
、
秋
に
収
穫
し

た
殻
付
き
の
そ
ば
の
実
を
、
冬
の
厳
寒

期
に
冷
た
い
水
に
つ
け
、
引
き
上
げ
後

は
寒
風
に
さ
ら
し
て
乾
燥
さ
せ
た
そ
ば

粉
を
使
っ
て
打
つ
そ
ば
の
こ
と
で
す
。

こ
の
仕
込
み
作
業
を
行
う
こ
と
で
、
余

分
な
ア
ク
や
渋
み
が
抜
け
、
よ
り
甘
み

や
風
味
が
引
き
出
さ
れ
ま
す
。

　

1
月
6
日
昭

、
秋
に
収
穫
し
た
そ
ば

の
実
約
5
・
6
ト
ン
が
、
関
係
者
約　
20

人
に
よ
っ
て
冷
た
い
滝
つ
ぼ
に
沈
め
ら

れ
、
1
週
間
後
の　

日
昭

に
引
き
上
げ

13

ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
寒
ざ
ら
し
そ
ば
は
、
夏
ま
で

ゆ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
た
あ
と
、
八
溝
そ

ば
街
道
推
進
協
議
会
加
盟
店
舗
で
提
供

さ
れ
ま
す
。

▲高瀬大橋

オオガネ
クジラ
産出地点
（道路と橋
の継ぎ目
あたり）

八
溝
そ
ば
街
道
推
進
協
議
会

日
光
で
寒
ざ
ら
し
そ
ば
の
仕
込
み

引
き
上
げ
作
業
の
様
子
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２
月
と
言
え
ば
節
分
で
す
ね
。

節
分
で
は
、「
年
齢
＋
１
個
」
の
豆

を
食
べ
る
と
来
年
も
健
康
で
幸
せ

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
頃
は

「
も
っ
と
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
の
に
ー　

」
!!

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
年
々
そ
の
数
を
食

べ
る
の
が
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

鬼
は
、
外
か
ら
や
っ
て
く
る
も
の
の
ほ

か
、
人
間
の
心
の
中
に
も
い
る
そ
う
で
す
。

つ
い
、
鬼
を
追
い
払
お
う
と
し
て
し
ま
い
が

ち
で
す
が
、
自
分
の
中
の
鬼
（
嫌
な
と
こ
ろ

や
ダ
メ
だ
と
思
っ
て
い
る
こ
と
）
を
無
理
や

り
追
い
払
お
う
と
す
る
と
、
き
っ
と
疲
れ
て

し
ま
い
ま
す
よ
ね
。
無
理
に
な
く
そ
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
上
手
に
付
き
合
っ
て
い
く

こ
と
が
大
切
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、
私
の
中
に
住
ん
で
い
る
鬼
の

最
近
の
お
気
に
入
り
は
、
コ
タ
ツ
で
ア
イ
ス

を
食
べ
る
こ
と
の
よ
う
で
す
。
誘
惑
に
負
け

る
な
…
と
抵
抗
し
て
み
る
も
の
の
、
や
っ
ぱ

り
鬼
に
は
勝
て
ま
せ
ん
。
コ
タ
ツ
に
ア
イ
ス

は
、
ま
さ
に
鬼
に
金
棒
で
す 

（
？
）

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、「
こ
こ
ろ
の
健
康
づ

く
り
」
と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
と
の
向
き
合
い

方
や
市
民
の
方
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
こ
こ
ろ
温

ま
る
ほ
っ
こ
り
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
な
ん
だ
か
こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
し
ま
っ

た
な
あ
…
と
感
じ
る
と
き
に
は
、
無
理
を
せ

ず
ゆ
っ
く
り
休
ん
で
、
自
分
自
身
に
ご
褒
美

を
あ
げ
ま
し
ょ
う 

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

樋　

山　
 
心 　
 
香 （
和
将
・
優
美
）向　
　

田

こ
の 

か

佐　

藤　
 
明 　
 
音 （
尚
希
・な
お
美
）鴻
野
山

あ
か 

ね

大　

野　

す　

ず（
凛
太
郎
・ 
薫 
）神　
　

長

髙
津
戸　
 
六 　
 
花 （
尚
哉
・ 
南 
）興　
　

野

り
っ 

か

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
な
ど
の
了
解
が
得
ら
れ
た

情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
第　

回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
抜
大
会

16

県
予
選
（　

月　

日
掌
宇
都
宮
市
総
合
運
動
公
園
ユ
ウ

11

21

ケ
イ
武
道
館
）

［
個
人
組
手
女
子
中
学
2
年
生
］
▽
準
優

勝
：
大
輪
莉
央
奈
（
白
堊
会
空
手
道
）
▽
4
位
：

荒
井
亜
美
（
白
堊
会
空
手
道
）

●
第
6
回
栃
木
県
神
社
庁
南
那
須
支
部
長

杯
剣
道
錬
成
大
会
（　

月　

日
松
南
那
須
中
学
校
体

12

18

育
館
）

［
団
体
小
学
4
年
生
以
下
の
部
］
▽
準
優

勝
：
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

［
団
体
小
学
5
年
生
以
上
の
部
］
▽
準
優

勝
：
宏
倫
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

［
団
体
中
学
生
の
部
］
▽
準
優
勝
：
烏
山
中

3
万
円
、
黒
崎
富
子
様
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）、
薄

井
稔
様
（
茨
城
県
水
戸
市
）
か
ら
2
万
円
、
網
中

聡
子
様
（
大
阪
府
大
阪
市
）
か
ら
1
万
7
千
円
、

堀
切
信
一
様
（
東
京
都
町
田
市
）
か
ら
1
万
2
千

円
、
山
口
智
也
様
（
東
京
都
西
東
京
市
）、
潟
山
美

由
紀
様
（
兵
庫
県
神
戸
市
）、
松
本
敏
様
（
福
岡
県

福
岡
市
）、
香
村
元
士
様
（
愛
知
県
岡
崎
市
）、
谷
口

淳
様
（
東
京
都
狛
江
市
）、
池
田
達
也
様
（
東
京
都

杉
並
区
）、
大
高
博
嗣
様
（
千
葉
県
千
葉
市
）、
野
本

佳
也
夫
様
（
東
京
都
武
蔵
野
市
）、
寺
門
恭
子
様

（
栃
木
県
壬
生
町
）、
松
本
一
宏
様
（
千
葉
県
船
橋
市
）

か
ら
1
万
円
、
門
田
昌
之
様
（
北
海
道
美
唄
市
）、

高
田
真
弥
様
（
千
葉
県
柏
市
）、
長
山
泰
子
様
（
東

京
都
足
立
区
）か
ら
5
千
円
、
匿
名
希
望
者
様
1

6
5
人
か
ら
合
計
2
6
5
万
3
4
3
5
円

が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

学
校
▽
第
3
位
：
南
那
須
中
学
校

［
個
人
小
学
3
・
4
年
生
の
部
］
▽
第
3

位
：
川
上
昴
（
宏
倫
剣
道
）

［
個
人
小
学
5
・
6
年
生
の
部
］
▽
第
3

位
：
笠
井
雄
斗
（
烏
山
剣
道
）

［
個
人
中
学
生
男
子
の
部
］
▽
準
優
勝
：
渡

邉
錬
（
南
那
須
中
）
▽
第
3
位
：
石
澤
寛
（
烏
山

中
）

［
個
人
中
学
生
女
子
の
部
］
優
勝
：
小
森
咲

芽
（
烏
山
中
）
▽
準
優
勝
：
滝
口
桃
子
（
南
那
須

中
）

［
個
人
高
校
・
一
般
男
子
の
部
］
優
勝
：
齋

藤
拓
斗
（
烏
山
中
）
▽
準
優
勝
：
滝
口
恭
弘
（
宏

倫
剣
道
）
▽
第
3
位
：
高
野
裕
翔
（
烏
山
剣
道
）

［
個
人
高
校
・
一
般
女
子
の
部
］
準
優
勝
：

山
中
麻
衣
（
南
那
須
地
区
剣
道
連
盟
）

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

　

高
野
和
彦
様（
北
海
道
札
幌
市
）か
ら　

万
円
、

20

川
野
辺
章
一
様
（
神
奈
川
県
藤
沢
市
）、
宮
田
法
夫

様
（
栃
木
県
さ
く
ら
市
）
か
ら　

万
円
、
星
野
太

10

一
様
（
東
京
都
杉
並
区
）
か
ら
4
万
2
千
円
、
檜

山
和
世
様
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
か
ら
3
万
5
千

円
、
岸
田
こ
ず
え
様
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）
か
ら

●
食
育
推
進
啓
発
事
業 
絵
画
・
ポ
ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

▽
佳
作
：
髙
根
沢
珠
莉
（
烏
山
中
2
年
）

●
統
計
調
査
表
彰

▽
経
済
産
業
省
所
管
統
計
調
査
功
績
者
表

彰−

経
済
産
業
大
臣
表
彰
：
檜
山
勉
（
田
野

倉
）、岩
﨑
チ
ヨ
子
（
初
音
）

▽
栃
木
県
統
計
協
会
名
誉
会
長
表
彰
：
黒

﨑
明
子
（
中
央
3
丁
目
）

▽
統
計
功
績
者
表
彰−

総
務
大
臣
表
彰
：

堀
江
功
男
（
三
箇
）、両
方
則
子
（
下
境
）、菊
地
円

（
鴻
野
山
）

市成人式よ市成人式よりり
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男
出生
転入

12,085 女
死亡
転出

12,213

人口 24,298（－12）

世帯数 9,134

24
35

4
43
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★一般図書★
『松丸家の育て方』　　　　松丸　悟
『ヒトの壁』　　　　　　養老　孟司
『統計学の絵本』　　　　竹内　俊彦
『安心な認知症』　　　　繁田　雅弘
『もういいかいまあだだよ』小椋　佳
『吉祥寺ドリーミン』　　山田　詠美
『ひとりでカラカサさしてゆく』
　　　　　　　　　　　江國　香織
『血の歌』　　　　　　なかにし　礼
『ミトンとふびん』　　吉本　ばなな
『約束』　　　　　　　　　葉室　麟

★児童図書★
『ウソみたいなホントのはなし　』3
　　　ナショナルジオグラフィック
『お金にふりまわされず生きようぜ！』

田中　靖浩
『異常気象図鑑』　　　　平井　信行

『謎解きミステリー』　有栖川　有栖
『空から見える、あの子の心』

シェリー　ピアソル
『ようかい村のようかいばあちゃん』

最上　一平
『かめれおんせん』　　　　林　木林
『おにたくんのおにぎり』

はしもと　えつよ
★ＣＤ★

『花鳥風月＋』　　　　　　スピッツ
『ＷＨＯ　ＬＯＶＥＳ　ＭＥ』

加藤　ミリヤ
『ＦＲＥＥＤＯＭ　ＯＮＬＹ』

ＧＬＡＹ
『キャンディーレーサー』
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『Ｖｅｒｙ　　ＢＥＳＴ』　　　Ｖ　6 6
『八代亜紀ベストヒット』八代　亜紀

俳　

句

水
野　

信
一
選

日
溜
り
に
応
へ
る
や
う
に
梅
早
し

佐
藤　

亮
子（　

旭　

）

古
書
店
の
若
き
主
人
や
冬
う
ら
ら

髙
田　

栄
子（
田
野
倉
）

風
ま
か
せ
に
乱
舞
の
枯
葉
潔
し伊

藤　

喜
子（
田
野
倉
）

吹
き
溜
り
枯
葉
の
匂
ふ
山
路
か
な

渡
辺　

節
子（
大　

金
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

お
雑
煮
は
年
の
始
め
の
母
の
味萩

原　

宣
子（
中　

央
）

 
新  
玉 
を
祝
い
習
い
の 
屠  
蘇 
を 
酌 
む

あ
ら 
た
ま 

と 

そ 

く杉
山
幸
栄
子（
八
ケ
代
）

手
術
終
え
残
る
命
に
初
日
浴
び小

川　

昌
子（
向　

田
）

正
月
の
御
節
雑
煮
に
舌
づ
つ
み関　
　

元
氣（
小　

塙
）

短　

歌

滝
口　

節
子　

選

天
麩
羅
蕎
麦
取
り
立
て
野
菜
の
旨
か
り
し
賑
わ
い
て

お
り
八
十
路
の
店
は　
　
　

塩
野
目
洋
子（
初　

音
）

月
光
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
冴
え
冴
え
て
出
店
の
カ

レ
ー
す
い
と
ん
匂
ふ　
　
　

柳　

つ
し
ま（
中　

央
）

澄
み
き
っ
た
青
空
穏
や
か
な
元
日
の
縁
側
に
初
日
を

浴
び
る
幸
せ　
　
　
　
　
　

川
手　

ト
ヨ（
金　

井
）

寒
空
に
咲
く
ロ
ウ
バ
イ
に
癒
さ
れ
て
ス
マ
ホ
に
撮
り

て
友
へ
送
信　
　
　
　
　
　

須
田　

孝
子（
城　

東
）

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
広
聴
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目
１

番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

「QRコード」は㈱デンソーウェーブの
登録商標です。

平屋をお探しの方へ…新築建売情報！広い4LDK
販売価格（税込） 2300万円
【住所】
那須烏山市東原81-7
つくし幼稚園近く
大金駅まで500m
敷地面積 334.91㎡　
延床面積 116.76㎡売主　（有）岡建築工業

〒321-0512 那須烏山市高瀬535-1
TEL0287－88－7198　お気軽にお問い合わせください



なすから特派員通信〔大橋尚子特派員〕

　なすから特派員の皆さんは、那須烏山市での暮らしぶりをはじめ、自然、グルメ、遊べるスポット
など、なすからの魅力あふれる情報をそれぞれのインスタグラムで発信しています。
　今回は大橋尚子（＠dressheart.nao）さんの投稿を紹介します。大橋さんが「なすから寺活」を開
催している芳朝寺にて。年末の大掃除もみんなでやると楽しそうですね(^^)
　今回紹介したもののほか、インスタグラムで那須烏山市の暮らし「なすからいふ」を発信中！なす
から特派員の皆さんの投稿は、ハッシュタグ「＃なすから特派員」で検索してご覧ください。

＃なすから寺活で今年一年お世話になった
芳朝寺さんにお礼参りを兼ねて皆さんと一
緒に御本殿の大掃除をさせていただきまし
た。来年もまた“なすから寺活”を通して
親愛なる方々と時間や想いを共有できたら
幸いです。
＃那須烏山市　＃五感で楽しむ那須烏山
＃なすから特派員　＃なすから
＃なすからの魅力発見

dressheart.nao
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南
那
須
特
別
支
援
学
校
で
は
、

毎
年　

月
に
学
習
発
表
会
（
こ
ぶ
し

11

祭
）を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
年
、
全

児
童
・
生
徒
お
よ
び
保
護
者
、
地

域
の
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

小
・
中
学
部
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
や

中
・
高
等
部
の
作
業
製
品
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
本
年
度
は
昨

年
度
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、

参
加
者
は
保
護
者
の
み
と
し
、
学

部
ご
と
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
学
部
で
は
、
日
頃
の
学
習
の

成
果
を
歌
や
劇
な
ど
で
表
現
し
た

児
童
の
元
気
で
楽
し
そ
う
な
様
子

に
、
見
て
い
る
人
は
皆
笑
顔
に
な

り
ま
し
た
。

〜
学
習
発
表
会
（
こ
ぶ
し
祭
）〜

小学部

　

中
・
高
等
部
で
は
、
製
品
販
売

を
し
ま
し
た
。
作
業
学
習
で
自
分

が
作
っ
た
製
品
が
「
売
れ
た
｣
と

い
う
こ
と
が
、
生
徒
の
大
き
な
喜

び
と
自
信
に
つ
な
が
る
の
で
す
。

　

感
染
症
の
状
況
が
落
ち
着
き
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
、
一
度
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

特
別
活
動
部
長　

田
村　

了
一高等部 中学部


